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▲川島ライフデザインセンター
での様子

▲南三陸被災地視察 ▲ひよこの集いでの様子 ▲小学校での講座

この活動は子供たちを笑顔にするために考えられた「光る

エコ消しゴム」が日本ユネスコ協会連盟「心に笑顔プロジェ
クト」に採用された時から始まりました。

そこから、多くの方々のバックアップを受け、岐阜ユネスコ
協会等色々な所からの協力を得て東北に向かい、講座を
開くことができました。

私たちだからこそ出来る「ものづくり」でたくさんの子供たち

が笑顔になれるように、これからも「心に笑顔」をモットーと
して日々活動を続けていきます。

工業高校の特色を活かして「環境に優しいものづくり」をテーマに開発したエコ製品を地
域でのイベント・講座を通して地域に還元してきました。地域啓発活動をしていくうちに
2011年に東日本大震災が起こり、「何か始めなければ」という意識は全員がもっていまし
た。そんな時被災された方から「被災所の寒さや、暗闇から不安に思っていた時、外にて
ふと空を見上げると小さな星が沢山輝いていました。その小さな光に癒されました。」とい

うお話を聞きました。「そうだ、消しゴムを光らせよう！」そこで、「光るエコ消しゴム
」が誕生しました。そこから化学研究部としてのボランティア活動を広めていき、毎年夏休
みに東北を訪問し、被災地の視察や被災地の方のお話を聞かせてもらうことで、東日本大
震災についてより理解を深めることができました。そして東北に光るエコ消しゴムを届け、
被災地の子供たちを対象にものづくり講座を行っています。

その中、「被災時に国内だけでなく、外国からの支援も沢山いただきました。発展途上国
の方々も…外国の方々にもお礼が言いたいのだけれど、復興も進まない…。」そんな声も多
く聞きました。「ならば私たちがお礼をしよう！」そんな思いから発展途上国支援活動がス
タートしました。カンボジア支援の一歩が踏み出せれば…と思い、ＮＧＯの方々の協力を得
ながら、カンボジアでもできる化学の実験を動画として作成し、分かりやすい教材として提
供するなどの取り組みを行いました。

このようにいろいろな方々や組織との出会いから活動が広がっています。その活動から多
くのことを学ぶことができました。その学びや出会った人との連携を生かし、これからも今

何が必要かを検討しながら、「私たちでもできる」「私たちだからできる」活動に取り
組んでいきます。

岐阜工業高校化学研究部の生徒とOG、
OBで地域のイベント・出前講座を開催し活
動しています!
化学と笑顔で「いやな未来を消せる消しゴ
ム」を目指しています。

私たちは「私たちにもできること、私たちだからできること」を
スローガンに様々な活動をしています。東日本大震災被災地
支援では子供たちに「光るエコ消しゴム」を送ったり、出向いて
出前授業を行っています。また地域の活動では、出前授業や
イベントで「光るエコ消しゴムづくり」を行い、その際東北の現
状を伝えたりしています。
コロナ禍ではありますが今後も、「私たちにもできること、私た
ちだからできること」のスローガンのもと活動内容を考え、行っ
ていきたいと思います。

流行している新型コロナウイルスのため日本中が大変な目に遭っています。私
たちの活動も今まで通りに活動することができていません。しかし、子どもたちを
笑顔にし、その笑顔を地域の方たちへと繋げられるように「私たちにもできること
」「私たちだからできること」を考え、行動していきたいです。

また、それだけでなく東日本大震災の被災地支援や、発展途上国の支援活動
でもさらに重点を置いていき、私たちだからこそできる活動方法を見つけ、より多
くの方々の力に少しでもなれるような活動を目指していきます。

ラテアート消しゴム

エコ消しゴム誕⽣！

ケーキ消しゴム
⾙殻⼊り消しゴム

モニュメント消しゴム
折り鶴消しゴムカンボジアの

スクールバスに校名が！

東北・津波記憶⽯に校名が！

スリランカに1,000個
カンボジアに700個
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